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単位1単位数

時間

ガイダンス
世界から見た日本語の特徴

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

科目ナンバリング

CO-0-HCU-01

科目名 日本語表現法
単位
認定者

● ●

学修成果

徳田　幸雄 試験（筆記） 50

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

授業形態 演習

授業計画

日本語の歴史

ことばと表現①（熟語、語句）

ことばと表現②（ことわざ、故事成語）

準備学修

日本語と英語との相違を考えてみよう。(10分程度)

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

授業回数

％

授業内課題
(チェックテスト)

％50現代英語学科 １年

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

日常生活において、適切な言葉で表現・伝達できる力を身につける。
・日本語の特徴を理解するとともに、正しい敬語表現を身につける。
・目的に合わせた文章（文書）作成ができるようになる。

　日本語を知ることは日本文化を知ることでもある。社会人のための教養という面だけではなく、自ら
の文化を再認識・再評価し、さらには自身のルーツを見つめ直す機会としてもらいたい。

敬語表現②（尊敬語と謙譲語）

授業時間数

評
価
の
方
法

開講時期 前期

15 回

30
対象学科
必修・選択
配当年次

必修

　書き言葉と話し言葉における日本語運用の基本を学び、論理的なコミュニケーションの手段である言
語表現を効果的に実現する基礎能力を養う。まず日本語の特徴的な知識について学び、日本語運用の基
本を身に付ける。その上で、書き言葉・話し言葉等の様々な表現行為に触れ、自らも表現し、相手に伝
わる表現について実践的理解を深める。具体的な場面での適切な表現方法を実際に考えることで、大学
や社会で必要となる日本語表現の様々なスキルを獲得することを目指す。

敬語表現①（敬語の基本）

句読点の打ち方と文章要約（逆転の点）

句読点の打ち方と文章要約（自由の点）

文章の構成

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

句読点の打ち方と文章要約（境界の点）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

「日本語の作文技術（朝日文庫）」本多勝一著　朝日新聞出版
「大学生のための日本語表現実践ノート」米田明美他著　風間書房

プリントを配布する。

句読点の打ち方と文章要約（必要な点と不要な点）

句読点の打ち方と文章要約（述語への着目）

修飾語と被修飾語との関係（練習問題）

修飾語と被修飾語との関係 前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

句読点の打ち方（原則論）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）
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